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コロナ禍を経て数年ぶりに開催された

地域の行事 ・ 祭の様子をお届けします。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
屋
台
の
ほ
か
、
自
由
参

加
型
の
盆
踊
り
で
は
多
数
の
来
場
者
が
輪
に
な
っ

て
踊
り
ま
し
た
。（
８
月
12
日
・
母
間
新
港
）

母
間
ち
ゅ
っ
き
ゃ
い
節
夏
祭
り

夕
方
に
海
岸
で
酒
肴
を
交
わ
し
、
夜
か
ら
朝
に

か
け
「
夏
目
踊
り
」
で
家
々
を
回
り
五
穀
豊
穣
を

祈
願
し
ま
し
た
。（
８
月
19
日
・
井
之
川
集
落
内
）

井
之
川
浜
下
り
（
伝
統
行
事
）

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
お
盆
行
事
。
白
布

衣
装
の
男
性
と
浴
衣
姿
の
女
性
が
集
落
の
家
々
を

回
っ
て
踊
り
ま
し
た
。（
８
月
15
日
・
手
々
集
落
内
）

手
々
ム
チ
タ
ボ
リ
（
伝
統
行
事
）

バ
ケ
ツ
や
水
鉄
砲
で
和
気
あ
い
あ
い
と
水
を
か

け
合
い
、
無
病
息
災
を
祈
願
。
綱
引
き
も
楽
し
み

ま
し
た
。（
８
月
20
日
・
亀
徳
県
道
）

亀
徳
ネ
ン
ケ
（
伝
統
行
事
）

山
ハ
ー
レ
ー
舟
大
会
と
同
日
開
催
。
町
北
部
の

様
々
な
伝
統
芸
能
や
、
中
高
生
の
島
口
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。（
８
月
27
日
・
山
漁
港
）

山
青
集
落
住
民
が
運
営
を
担
う
町
ど
ん
ど
ん
祭

り
恒
例
行
事
。
計
27
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。（
８
月
27
日
・
山
漁
港
）

会場一体となって盛り上がった盆踊り

輪になって幻想的に舞う踊り手の皆さん

鹿児島県の指定無形民俗文化財「夏目踊り」地元の親類縁者が集まった井之川の海岸

踊り連を支える唄と演奏

母間保育所園児たちのかわいいダンス
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バ
ケ
ツ
や
水
鉄
砲
で
和
気
あ
い
あ
い
と
水
を
か

け
合
い
、
無
病
息
災
を
祈
願
。
綱
引
き
も
楽
し
み

ま
し
た
。（
８
月
20
日
・
亀
徳
県
道
）

亀
徳
ネ
ン
ケ
（
伝
統
行
事
）

山
ハ
ー
レ
ー
舟
大
会
と
同
日
開
催
。
町
北
部
の

様
々
な
伝
統
芸
能
や
、
中
高
生
の
島
口
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。（
８
月
27
日
・
山
漁
港
）

第
４
回
東
天
城
祭
り

山
青
集
落
住
民
が
運
営
を
担
う
町
ど
ん
ど
ん
祭

り
恒
例
行
事
。
計
27
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。（
８
月
27
日
・
山
漁
港
）

山
ハ
ー
レ
ー
舟
大
会

徳之島町公式フェイスブック ・ インスタグラムでは、 イベント

の様子をたくさんの写真で紹介しています。 ぜひご覧ください。

Facebook Instagram

町北部の各集落が伝統芸能などを発表（写真は花徳集落）

海岸から大きな声援が響いた山漁港

そこかしこで水をかけ合い賑わった会場地元の子どもたちや青年団が綱引き

優勝した徳之島サーフィン連盟チーム

フィナーレを飾った「結シアター手舞」
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トリを務めた亀津浜踊り保存会の皆さん 応募審査を経て留学を果たした５人の高校生

「
第
30
回
徳
之
島
民
謡
大
会
」
が
８

月
20
日
、
町
文
化
会
館
で
あ
り
ま
し

た
。
例
年
徳
之
島
３
町
の
文
化
協
会

が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る
同
大

会
は
、
令
和
元
年
以
来
、
今
回
が
４

年
ぶ
り
の
開
催
。
奄
美
群
島
日
本
復

帰
70
周
年
記
念
と
第
30
回
開
催
が
重

な
る
節
目
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
に
は
徳
之
島
町
か
ら
６
組
、
天

城
町
か
ら
５
組
、
伊
仙
町
か
ら
５
組

の
計
16
組
の
個
人
や
団
体
が
出
演
。

来
場
者
は
島
唄
や
伝
統
芸
能
の
踊
り
、

島
口
漫
談
な
ど
、
多
彩
な
演
目
を
楽

し
み
、
出
演
者
に
は
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
の
高
校
生
５
人
が
、
８
月
４
日

か
ら
の
10
日
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

語
学
留
学
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
留
学

は
町
教
育
委
員
会
が
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
実
施
。
本
町
国
際
交
流
員

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
身
の
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
リ
ナ
ル
デ
ィ
さ
ん
も
現
地
で

サ
ポ
ー
ト
。
世
界
規
模
で
展
開
す
る
カ

プ
ラ
ン
語
学
学
校
で
の
授
業
と
そ
れ
ぞ

れ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
生
活
を
中

心
に
、
現
地
の
博
物
館
や
美
術
館
な
ど

様
々
な
場
所
を
見
学
。
５
人
は
語
学
の

難
し
さ
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
も
、
異
文

化
交
流
の
中
で
成
長
し
、
自
信
に
つ
な

が
る
体
験
と
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

徳
之
島
民
謡
大
会
、
第
30
回
大
会
を
本
町
で
開
催

本
町
高
校
生
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
海
外
語
学
留
学

（前列左から）崎田さん、勝さん、鈴木さん

本
町
営
農
研
修
施
設
研
修
生
の
退

所
・
入
所
式
が
８
月
23
日
、
町
役
場
で

あ
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
に
入
所
し
た

勝
優
作
さ
ん
が
、
ト
マ
ト
や
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
等
の
栽
培
営
農
研
修
を
終

え
退
所
。
幸
野
副
町
長
か
ら
修
了
証
書

が
手
渡
さ
れ
、
勝
さ
ん
は
今
後
の
営
農

へ
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
崎
田
は
る
か
さ
ん
が
新
た
に

入
所
。
令
和
４
年
に
入
所
し
た
鈴
木
理

恩
さ
ん
と
と
も
に
研
修
を
実
施
し
ま

す
。
営
農
研
修
施
設
は
令
和
元
年
よ
り

研
修
生
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
、
研
修

期
間
は
２
年
間
。
今
回
が
第
２
期
生
の

卒
業
と
な
り
ま
し
た
。

営
農
研
修
施
設
退
所
・
入
所
式
、
第
２
期
生
が
修
了

令
和
５
年
10
月
開
催
の
か
ご
し
ま
国

体
。
本
町
で
実
施
予
定
だ
っ
た
炬
火
リ

レ
ー
の
代
替
イ
ベ
ン
ト
「
炬
火
お
披
露

目
式
」
が
８
月
18
日
、
役
場
駐
車
場
で

あ
り
ま
し
た
。
本
町
で
は
７
月
31
日
に

炬
火
リ
レ
ー
を
実
施
予
定
で
し
た
が
、

台
風
６
号
の
影
響
で
中
止
に
。
炬
火
お

披
露
目
式
に
は
、
炬
火
リ
レ
ー
に
参
加

予
定
だ
っ
た
小
中
学
生
や
関
係
者
、
亀

津
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
学
童
保

育
の
児
童
が
参
加
。
炬
火
リ
レ
ー
走
者

代
表
の
嘉
納
新
君
と
高
岡
町
長
に
よ

り
、
炬
火
の
火
種
か
ら
ト
ー
チ
に
火
が

つ
け
ら
れ
、
受
け
皿
に
火
を
移
し
て
炬

火
の
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

か
ご
し
ま
国
体
へ
向
け
炬
火
お
披
露
目
式

炬火の火を受け皿に移す嘉納君と高岡町長
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民舞で演目の最後を飾ったひまわりの風の手舞 徳之島３町の選手が参加した「徳之島選抜」

「
奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周
年
記
念

第
38
回
島
口
・
島
唄
・
民
舞
の
祭
典
」

が
９
月
３
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
ま
し
た
。
徳
之
島
の
大
切
な
文

化
で
あ
る
島
口
・
島
唄
の
継
承
を
目
的

に
開
催
さ
れ
て
い
る
同
祭
典
。
昨
年
行

わ
れ
た
第
37
回
祭
典
で
は
イ
ベ
ン
ト
名

称
に
「
民
舞
」
が
加
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

８
組
の
団
体
・
個
人
が
島
唄
や
三
線
、

島
口
漫
談
を
披
露
。
開
会
あ
い
さ
つ
や

司
会
進
行
も
ほ
と
ん
ど
が
島
口
で
行
わ

れ
、
来
場
者
は
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
方

言
や
島
唄
の
魅
力
を
堪
能
し
ま
し
た
。

全
国
の
離
島
の
中
学
生
チ
ー
ム
が

一
堂
に
会
し
野
球
を
通
じ
て
交
流
す

る
「
離
島
甲
子
園
」
が
、
奄
美
群
島

日
本
復
帰
70
周
年
を
記
念
し
、
８
月

21
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
奄
美
大
島

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
徳

之
島
３
町
の
選
抜
選
手
19
人
が
「
徳

之
島
選
抜
」
で
出
場
。
徳
之
島
選
抜

は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
昨
年
の

優
勝
校
、
佐
渡
市
選
抜
と
対
戦
。
惜

し
く
も
４
対
６
で
敗
れ
ま
し
た
が
、

南
種
子
中
学
校
チ
ー
ム
と
の
交
流
戦

で
は
打
線
が
爆
発
。
好
プ
レ
ー
を
連

発
し
て
失
点
も
許
さ
ず
、
大
差
を
つ

け
て
の
快
勝
と
な
り
ま
し
た
。

島
口
文
化
伝
承
へ
、
島
口
・
島
唄
・
民
舞
の
祭
典
開
催

奄
美
大
島
で
離
島
甲
子
園
、
徳
之
島
選
抜
が
初
出
場

報告会へ出席した空手道競技関係者の皆さん ツアーコース発表を行った学生と町関係者

町
役
場
で
９
月
１
日
、「
奄
美
群
島

日
本
復
帰
70
周
年
記
念
・
第
64
回
大

島
地
区
大
会
」
の
優
勝
報
告
会
が
あ

り
ま
し
た
。
徳
之
島
町
の
出
場
チ
ー

ム
か
ら
は
、
７
月
22
日
に
伊
仙
町
で

実
施
さ
れ
た
「
全
空
連
空
手
」
競
技

に
お
い
て
、
女
子
団
体
組
手
が
優
勝
。

今
回
で
５
連
覇
達
成
と
い
う
快
挙
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
個
人
の
部

で
は
、
徳
之
島
高
校
２
年
生
の
樺
山

勝
己
選
手
が
、
組
手
少
年
男
子
の
部

で
優
勝
。
こ
ち
ら
も
２
年
連
続
優
勝

し
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
後
も

空
手
道
競
技
で
の
徳
之
島
町
の
更
な

る
躍
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

武
蔵
野
大
学
の
学
外
学
修
「
フ
ィ
ー

ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（
Ｆ
Ｓ
）」
で

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
企
画
の
発
表
が

８
月
24
日
、
下
久
志
集
落
で
あ
り
ま

し
た
。
２
０
１
５
年
か
ら
本
町
と
武

蔵
野
大
が
連
携
し
実
施
し
て
い
る
Ｆ

Ｓ
。
こ
れ
ま
で
農
業
体
験
や
映
画
制

作
等
な
ど
が
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
中
止
を
は
さ
み
つ
つ
、
今
回
が
８

回
目
の
実
施
。
８
月
17
日
か
ら
25
日

に
か
け
、
武
蔵
野
大
生
10
人
が
下
久

志
集
落
で
環
境
や
文
化
に
つ
い
て
学

び
、
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
を
企
画
。
地
元

住
民
や
町
関
係
者
を
学
生
自
ら
が
ガ

イ
ド
し
、
成
果
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

空
手
道
競
技
で
連
覇
、
大
島
地
区
大
会
優
勝
報
告
会

昨
年
に
続
き
武
蔵
野
大
生
が
下
久
志
で
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
発
表
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その他（分担金及び負担金、財産収入、
地方特例交付金など）
3 億 2563 万 1893 円

繰越金
4 億 8252 万 8146 円

繰入金
6 億 3441 万 5535 円

使用料及び手数料
1 億 3713 万 7941 円

地方消費税交付金
2 億 6071 万円

令和４年度

県支出金
6 億 9388 万

125 円
国庫支出金

14 億 5596 万
2646 円

町債
7 億 9463 万

3 千円

寄附金
4 億 2765 万
　　2991 円

町税
10 億 3182 万 4705 円

軽自動車税
5436 万 3000 円市町村たばこ税

1 億 2124 万
7013 円

決算のあらまし

歳入　100 億 6176 万 982 円

区　分 歳　入 歳　出

国民健康保険事業 15 億 1922 万 288 円 14 億 9635 万 3821 円

農業集落排水事業 1225 万 9669 円 1222 万 6509 円

介護保険事業 11 億 9314 万 1259 円 10 億 9185 万 9914 円

公共下水道事業 5 億 1192 万 8311 円 5 億 1022 万 4365 円

後期高齢者医療 1 億 2805 万 1444 円 1 億 2650 万 2163 円

合計 33 億 6460 万 971 円 32 億 3716 万 6772 円

〈特別会計〉

歳入

地方交付税
38 億 1738 万 4 千円

〈町税の内訳〉

固定資産税
4 億 5498 万

528 円町民税
4 億 123 万

4164 円
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令和４年度の決算が 9 月議会で認定されました。
令和４年度は、一般会計で歳入合計 100 億 6176 万 982 円、歳出合計 94 億
7154 万 6299 円、差し引き額 5 億 9021 万 4683 円となりました。

歳出　94 億 7154 万 6299 円

歳出

1 世帯当たりの負担した町税額 18 万 3501 円

1 人当たりの負担した町税額 10 万 2966 円

1 世帯当たりに使われたお金 168 万 4429 円

1 人当たりに使われたお金 94 万 5170 円

〈1 世帯 ・ 1 人あたりの金額〉

【高度無線環境整備推進】2725 万円

【少子化対策事業（出産祝金）】1545 万円

【ゆいゆいチケット発行事業】9310 万 8690 円

〈主な事業〉

少子化対策事業（出産祝金）

総務費
24 億 3568 万 3997 円

民生費
20 億 8929 万 6181 円農林水産業費

8 億 6671 万
8293 円

消防費
3 億 2275 万 40 円

災害復旧費
9940 万 7483 円

商工費
2 億 7949 万 2334 円

衛生費
9 億 4901 万

5726 円

教育費
8 億 5828 万

5016 円

公債費
8 億 950 万

1161 円

土木費
6 億 6935 万

9927 円

議会費
9203 万 6141 円
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令和４年度決算における健全化判断比率・資金不足比率の公表について

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）が平成 19 年 6 月に公布されました。これ
により、各自治体が財政健全性に関する比率（「健全化判断比率」及び「資金不足比率」）を公表し、各比
率が基準以上の場合には、議会の議決を経て、財政健全化計画等を作成し、財政の早期健全化や再生等を
図ることとなります。
■徳之島町の令和４年度決算における「健全化判断比率」及び「資金不足比率」について
＜健全化判断比率＞

令和４年度 令和３年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － － １４．９８％ ２０．００％
連結実質赤字比率 － － １９．９８％ ３０．００％
実質公債費比率 ７．６％ ７．２％ ２５．００％ ３５．００％
将来負担比率 ３０．５％ １０．８％ ３５０％

※黒字により、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は算定されないため「－」を記載

○実質赤字比率・・・一般会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率。家計でいえば、年
間の収入に対してどれだけ赤字となってしまったかを示します。

⇒ 一般会計等の実質収支は黒字であるため算定されていません。

○連結実質赤字比率・・・全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。家計でいえば、日
常の生活費と学費の積立口座等の全ての出し入れを含めた赤字の割合を示します。

⇒ 全ての会計の実質収支は黒字であるため算定されていません。

○実質公債費比率・・・一般会計等が負担する地方債の元利償還金及び準元利金の標準財政規模に対する
比率。家計でいえば、１年間の収入に対する、借金の返済額の割合を示します。

⇒ 令和４年度は、前年度比０．４％上昇しています。上昇した主な要因は、元利償還金の額が増加
　（７，５０６千円）したためです。

○将来負担比率・・・一般会計が負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。家計でいえば、
１年間の収入に対して、住宅ローン等の借金の返済や将来支払う事が確定している費用の割合を示します。

⇒ 令和４年度は、前年度比１９．７％上昇しています。上昇した主な要因は、公営企業が起こした地
方債の償還の財源に充てた繰入金の増加（７９１，４９２千円）などによります。

＜資金不足比率＞

会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業特別会計（法適用） －

２０．０農業集落排水事業特別会計（法非適用） －

公共下水道事業特別会計（法非適用） －
※資金不足比率が算定されないため、「－」を記載。なお、「法適用」とは公営企業法の全部又は一部を適用している事
業をいい、「法非適用」とは、それ以外の事業をいいます。

○資金不足比率・・・公営企業会計毎の資金不足額の事業規模に対する比率で、一般会計等の実質赤字比
率にあたります。

⇒ 各会計とも黒字であるため算定されていません。

徳之島町の令和４年度決算における健全化判断比率及び資金不足比率は、いずれも早期健全化基準
または経営健全化基準を下回っています。今後も町債の計画的発行、自主財源の確保、行政改革によ
る経常経費の更なる削減を進めながら、町財政の健全化に努めてまいります。

令和４年度決算における健全化判断比率・資金不足比率の公表について
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 10 月号

介護福祉課　☎ 0997-82-1115問

令和６年 4 月 1 日以降の認可保育所（園）・へき地保育所の入所申込を、以下のとおり行います。
新規の申込書は、10 月 23 日以降に介護福祉課・花徳支所に用意してある他、町公式ウェブサイ

トからもダウンロードできます。なお、現在入所中の方については、保育所（園）を通して「保育
園継続入所申込書」を配布いたします。

●受付期間＝令和５年 11 月１日（水）から令和５年 11 月 30 日（木）まで（土日、祝日を除く）
●申込先＝介護福祉課又は花徳支所　　
●町内の認可保育所（園）、へき地保育所
　・亀津保育園（私立）定員 110 名　・亀徳保育園（私立）定員 100 名
　・母間保育所（公立）定員 60 名　・徳之島グローバルキッズ（私立）定員 19 名
　・井之川へき地保育所（公立）定員 35 名　・尾母へき地保育所（公立）定員 35 名

※保育園入園について、各園の入園基準となる年齢・条件等、詳細は役場介護福祉課までお問い合
わせください。

11 月１日から受付を開始します

令和６年度保育所入所申込について

国民健康保険事業の一環として下記「がんドック」を実施中です。健康増進課・花徳支所窓口で
申込みを受け付けています。（※以前受診されたことのある方は対象外です。）お申込みの際は印鑑
を持参し、必ず受診されるご本人が窓口へお越しください。

健康増進課 国民健康保険係　☎ 0997-82-1116　花徳支所　☎ 0997-84-0048

検査費用の補助があります

「がんドック」実施のお知らせ
問

区　分 検　査　項　目

がんドック

１．全身ＰＥＴ検査 / ＣＴ検査
２．Ｘ線ＣＴ検査（胸・腹部、内臓脂肪量測定含む）
３．超音波検査（甲状腺・腹部）
４．血液検査（腫瘍マーカー・血糖・ピロリ菌・胃炎）
５．尿検査・便潜血検査
６．診察・検査結果説明

特定健診 厚生労働省が定める特定健康診査項目
（ヘモグロビン A1c・クレアチニン検査を含む）

内臓脂肪量測定 腹部 CT による内臓脂肪量測定（fat スキャン）

●受診適用保険＝徳之島町国民健康保険の被保険者
●年齢制限＝ 40 歳以上 65 歳以下（※基準日：令和５年６月１日現在）
●人数＝申し込み順で 15 名まで　※１世帯から１名
●保険税の納税状況＝令和２年度～令和４年度に保険税の滞納がないこと
●補助額＝検査費用 14 万円のうち 3 万円を補助

●検査機関＝医療法人 慈風会 厚地記念クリニック PET 画像診断センター（鹿児島市）

    ☎ 099-226-8871　 Fax 099-226-8872
●受診期間＝令和６年２月 29 日（木）まで
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 10 月号

行政の仕事などで疑問・苦情や意見・要望はありませんか

行政相談所の開設について

毎日の暮らしの中で、登記、年金、道路、社会福祉など国の役所の仕事などについて、疑問・苦

情や意見・要望はありませんか。総務大臣委嘱の行政相談委員は、皆様の相談相手として、役所のサー

ビスや行政の仕組み、手続きに関する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関に対する改

善の申し入れを行っています。次の日程で行政相談所を開設しますので、お気軽にご利用ください。

また、自宅や電話でも相談に応じています。相談は無料で秘密は守られます。

●日にち＝令和 5 年 10 月 17 日（火）

●場所・時間＝【花徳支所】午前 10 時～正午　  【役場 3 階会議室】午後２時～４時

総務省委嘱 行政相談委員　里内 　司　☎ 0997-83-3607問

住民生活課 国民年金係　☎ 0997-82-1114問

以下の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は、住民生活
課国民年金係へお申し込みください。また、ご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免許証、
マイナンバーカード等の本人確認書類をご持参ください。

●日時＝令和 5 年 10 月 18 日（水）午後 2 時～ 5 時、10 月 19 日（木）午前 9 時～午後 3 時

●場所＝町役場 3 階会議室

●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと、国民年金、厚生年金船員保険等の年金制度全般に
　　　　　　 関すること

奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について

今年度の給付金をまだお受け取りでない方へ

子育て世帯生活支援特別給付金について

介護福祉課 子育て世帯生活支援特別給付金係　☎ 0997-82-1115問

低所得子育て世帯を支援するため、給付金を支給します。支給額は子ども１人につき５万円です。

受給には申請が必要です。対象の方は介護福祉課窓口で申請を行ってください。

●支給対象者（※令和５年度の給付金を受け取り済みでない方）
①令和４年度中に実施した子育て世帯生活支援特別給付金の支給対象者であった方
② 18 歳未満の子どもがいる世帯で、令和５年１月１日以降の収入が急変し、住民税非課税相当

の収入となった方
③ひとり親世帯で公的年金（遺族年金等）を受給している方

④令和５年４月１日から令和６年２月末までに生まれた新生児がいる世帯で、住民税非課税相当
の収入となった方

●申請締切＝令和 6 年 2 月 29 日（木）



– 12 –

町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 10 月号

低所得世帯（住民税非課税世帯等）の方へ

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金について

徳之島町では、電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大
きい低所得世帯（住民税非課税世帯等）支援のため、１世帯につき３万円の給付金を支給します。

令和５年９月４日時点で、令和４年分の税申告が済んでいる対象者には確認書が届きます。内容

をご確認の上、ご返送ください。

令和５年９月４日時点で令和４年分の税申告が済んでいない方は、税状況が把握できていないた

め対象かどうかの判断ができていません。本町の税務課で税申告後に、介護福祉課で給付金の申請

を行ってください。

●支給対象者（※令和５年６月１日現在で徳之島町に住所がある方）

　①令和５年度の税申告（令和４年分）で非課税世帯に該当する世帯

　②令和５年１月から令和５年 12 月までの家計が急変し、同一の世帯に属する者全員が、令和
　　５年度分の市町村民税が非課税である世帯と同様の事情にあると認められる世帯

●支給額＝１世帯一律３万円

●確認書・申請書提出期限＝令和６年２月 29 日（木）

介護福祉課　価格高騰給付金係　☎ 0997-82-1115問

65 歳以上の高齢者の方を対象に、町内の精肉店・鮮魚店で使用できる以下の内容の商品券を、令
和 5 年 9 月より配布しています。まだ商品券がご自宅に届いていない方は、農林水産課までご連絡
ください。

たくさん食べて徳之島町を元気にしよう！

お肉・お魚消費喚起商品券事業について
農林水産課 　☎ 0997-82-1150問

対象者 住民基本台帳に登録のある 65 歳以上の高齢者
（令和５年４月１日現在）

有効期限 令和５年９月１日（金）～令和５年 12 月 31 日（日）
※期日を過ぎるとご利用できません

商品券種類

①精肉店にて使用可能な「お肉商品券」３，０００円／１セット
②鮮魚店にて使用可能な「お魚商品券」５，０００円／１セット
※精肉店・鮮魚店で使用する商品券が異なりますのでご注意く　
　ださい。
※それぞれお一人様につき１セットずつ配布いたします。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 10 月号

10 月９日（月）はごみの収集はありません

徳之島愛ランドクリーンセンター定休日のお知らせ
住民生活課　☎ 0997-82-1114　徳之島愛ランド広域連合　☎ 0997-81-7855問

～郷土資料館からのお願い～
○ご家庭にある古い記録（日記や帳簿、手紙など）があり、貴重な資料か調べて欲しいと思

われている方がおりましたらご連絡下さい。

○倉庫や押し入れを掃除した際に、銃砲刀剣（刀、槍、火縄銃、拳銃など）を発見した場合は、
徳之島警察署か鹿児島県教育庁文化財課 (099-286-5355) へご相談ください。

○アマミノクロウサギやオカヤドカリなどの天然記念物が棲息する場所で、道路や建築物な
どを作ったり、調査研究を行う場合は、文化財保護法および県文化財保護条例により事前
に現状変更許可申請が必要になることがあります。工事や調査の予定がある場合は、事前
に鹿児島県文化財課か、町郷土資料館へご確認ください。

○埋蔵文化財と思われるものを発見した際には、現状を変更することなくご連絡ください。

開館時間：午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）入館無料

※曜日の記載がない場合は月曜日です。また、台風接近等により臨時休館となる場合があります。

　国立民族学博物館の協力のもと、徳之島や奄美群島の祭り・芸能に関する映像展示を、令和５年

10 月１日から実施予定です。皆様ぜひ町郷土資料館へお越しください。

映像展示「島の芸能と祭り映像展示「島の芸能と祭り	- 徳之島・奄美大島・奄美の島々 -」	- 徳之島・奄美大島・奄美の島々 -」

休
館
日

10 月 ２日、※ 10 日（火）、※ 15 日（日）、16 日、23 日、30 日

11 月 ６日、13 日、20 日、27 日

12 月 ４日、11 日、18 日、25 日、※ 29 日（木）～ 31 日（月）

休館日や展示等

郷土資料館からのお知らせとお願い
郷土資料館　☎ 0997-82-2908問

　令和 5 年 10 月 9 日（月）は徳之島愛ランドクリーンセンターの定休日となっており、ごみの持

ち込み・収集はできません。ごみを出したり持ち込んだりしないようお願いいたします。10 月 9

日（月）が収集日となっている地区は、翌日 10 月 10 日（火）にごみを収集いたします。

10月 9日（月）が収集日の地区は、翌日10日（火）にごみを出してください。

町民の皆様の、ごみの「分別」「減量化」へのご協力をお願いいたします。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 10 月号

■対象者

・ 生後６か月以上で接種を希望するすべての方

・初回接種を終了した方

　※5歳 （1 ・ 2回目の接種）、 生後6か月～4歳 （1 ・ 2 ・ ３回目の接種）

　※初回接種がまだの方は、 XBB対応ワクチンでの初回接種を受けてください

・前回の接種から3ヶ月以上経過された方

■接種期間と回数

・ 令和 5 年9月20日から令和6年3月31日までの期間中 1回

■ワクチンの種類

・ 新型コロナのオミクロン株 （XBB.1.5） に対応した 1価ワクチン （ファイザー社）

■接種券付予診票 （※クリーム色の用紙です）

・ 春夏開始の接種券付予診票はクリーム色の用紙です。 白色 ・ ピンク色の予診票はご利用

いただけませんのでご注意ください。

令和５年新型コロナワクチン秋接種
ご希望の方は医療機関へご予約ください

医療機関名 電話番号 予約受付時間

徳之島徳洲会病院 0997-83-1100 午後１時～午後５時

宮上病院 0997-82-0002 午前９時～午後５時

いなだ整形・内科クリニック 0997-83-3800 午前８時 30 分～午後５時 30 分

徳之島診療所 0997-83-2131
平日 : 午前９時～午後５時

土曜日 : 午前９時～午後 12 時 30 分

伊仙クリニック 0997-86-3030 平日午後２時から

天城ユイの里医療センター 0997-85-3080 午後１時から午後４時

天城診療所 0997-85-3315 診療時間内でお問い合わせください

■接種場所

・ 個別医療機関のみでの実施となります。 保健センターでの集団接種実施予定はありません。

　以下の医療機関に直接お問い合わせのうえご予約ください。

※徳之島診療所、 天城診療所、 あまぎユイの里医療センターは、 11歳未満への個別接種は実施していません。

■申請方法 （接種券付予診票の発送について）

・ 65歳以上で前回接種から3ヶ月以上経過されたすべての方には順次発送いたします。

・ 6か月から64歳で初回接種を終了、 前回接種から3ヶ月以上経過し、 接種を希望する

　方は保健センターで申請が必要です。

保健センター　☎ 0997-83-3121問
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奄
美
群
島
へ
移
住
さ
れ
た
方
の

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
募
集
中

奄
美
群
島
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
課
題
を
把
握
し
、
今
後

の
移
住
施
策
を
進
め
る
う
え

で
参
考
に
し
た
い
た
め
、
本

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た

方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
10
名

様
に
奄
美
群
島
の
特
産
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

平
成
25
年
度
以
降
に
奄
美
群

島
内
に
住
所
を
移
さ
れ
た
方

（
結
婚
や
介
護
等
を
含
む
）

●
回
答
期
間

　

令
和
５
年
11
月
30
日
（
木
） 

ま
で

●
回
答
方
法

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
グ
ー
グ
ル

フ
ォ
ー
ム
よ
り
ご
回
答
く
だ

さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
奄
美
群
島

広
域
事
務
組
合　

奄
美
振
興
課　

観
光
・
物
産
係　

☎
０
９
９
７
―
５
２
―
６
０
３
２

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
時
間
額

「
８
９
７
円
」
に
改
定
さ
れ
ま
す

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、
令

和
５
年
10
月
６
日
か
ら
時
間
額

「
８
９
７
円
」
に
改
定
さ
れ
ま

す
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、

使
用
者
は
、
最
低
賃
金
額
以
上

の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
特
定
の
産
業
の
労
働

者
と
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、

高
い
方
の
最
低
賃
金
額
以
上
の

賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島

労
働
局
賃
金
室　

☎
０
９
９
―

２
２
３
―
８
２
７
８　

名
瀬
労

働
基
準
監
督
署　

☎
０
９
９
７

―
５
２
―
０
５
７
４

戦
没
者
遺
骨
の
身
元
特
定
の

た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
申
請
の

ご
案
内

厚
生
労
働
省
で
は
、
遺
留
品

な
ど
の
手
掛
か
り
情
報
が
な
い

戦
没
者
遺
骨
の
身
元
特
定
の
た

め
、
ご
遺
族
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を

公
募
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。詳

細
は
、
厚
生
労
働
省
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
＝

厚
生
労
働
省　

社
会
・
援
護
局　

事
業
課　

戦
没
者
遺
骨
鑑
定
推

進
室　

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
担
当

☎
０
３
―
３
５
９
５
―
２
２
１
９

（
直
通
）受
付
時
間（
平
日
の
み
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

10
月
１
日
～
７
日
は
公
証
週
間

ご
近
所
、
親
族
間
の
相
続
ト

ラ
ブ
ル
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

財
産
の
多
少
、
家
族
仲
に
か

か
わ
ら
ず
、
お
金
の
こ
と
に
な

る
と
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
、「
公

正
証
書
遺
言
」
が
有
効
で
す
。

ま
た
、
安
心
し
た
老
後
を
送

る
た
め
、「
任
意
後
見
契
約
」

を
結
ぶ
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

ご
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守

で
す
。出
張
も
可
能
で
す
の
で
、

気
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
名
瀬
公
証

人
役
場
（
法
務
省
管
轄
）

☎
０
９
９
７
―
５
２
―
２
６
６
１

漁
船
海
難
と
釣
り
中
の
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
～
秋
季
安
全
推

進
活
動
～

奄
美
海
上
保
安
部
・
古
仁

屋
海
上
保
安
署
で
は
、
一
般

財
団
法
人
大
日
本
水
産
会
が

実
施
す
る
「
全
国
漁
船
安
全

操
業
推
進
月
間
」
に
合
わ
せ

て
漁
船
海
難
防
止
及
び
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
多
く
発
生
す

る
釣
り
中
の
事
故
防
止
を
目

的
と
し
た
「
秋
季
安
全
推
進

活
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

　

10
月
１
日
（
日
）
～
10
月
31

日
（
火
）

○
船
舶
を
操
船
さ
れ
る
方
は
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着

用
、
発
航
前
検
査
の
実
施

（
気
象
・
海
象
の
事
前
確
認

を
含
む
）、
作
業
中
を
含
め

た
常
時
見
張
り
の
徹
底
、
適

切
に
休
息
を
と
り
、
無
理

な
運
航
を
し
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

○
釣
り
を
さ
れ
る
方
は
、
気

象
・
海
象
へ
の
注
意
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
、

複
数
人
行
動
の
励
行
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
海

上
保
安
庁
緊
急
情
報
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
活
用

願
い
ま
す
。

海上保安庁緊急情報

メール配信サービス

Google フォーム
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毎年 10月１日は「土地の日」10月は「土地月間」です

【お問い合わせ】　鹿児島県企画部地域政策課土地対策係　☎ 099-286-2438

国土利用法に基づき、一定面積以上の土地について、土地に関する権利の移転または設定する契約（土

地売買の契約）した場合に、届け出が必要です。

【Q1】国土利用法の届け出制とはなんですか？
【Ａ】乱開発や無秩序な土地利用を防止するために、大規模な土地取引について届け出制を設けて

　います。土地取引という早期の段階から、適正な土地利用がなされるようチェックすることにより、

　快適な生活環境や暮らしやすい地域づくりを推進しています。

【Q2】届け出の必要な土地取引について教えてください。
【Ａ】土地取引において、届け出が必要となる対象面積は次のとおりです。

　●都市計画区域（徳之島町では、亀津・亀徳の一部）5,000㎡以上

　●都市計画区域以外の区域 10,000㎡以上

【Q3】誰がどのように届け出を行えばよいですか？
【Ａ】届け出者は、土地の取得者（買主）です。届け出は、契約（予約を　

　含む）を締結した日から起算して２週間以内（契約締結日を含みます）

　に、土地の所在する市区町村の窓口（徳之島町役場企画課☎ 0997-82-　

　1112）へ、土地の利用目的などを届けてください。

【Q4】届け出をしないとどうなりますか？　【Ａ】法律で罰せられることがあります。

農林水産省植物防疫所では、種イモを通じてジャガイモシストセ
ンチュウやウイルス病等の重要病害虫のまん延を防ぐことを目的と
して種馬鈴しょ検疫を実施しております。

指定された道県（北海道・青森県・岩手県・福島県・群馬県・山梨県・
長野県・岡山県・広島県・長崎県及び熊本県）で生産される種イモは、
植物防疫官が検査し、病害虫がいないことを確認し、『合格証票』（右
図）を添付します。

また、これら道県産の種イモは、『合格証票』を添付したものでな
ければ販売・譲渡及び県外への移出が法律により禁止されています。
『合格証票』の無い種イモが販売されていた場合やお問い合わせは、

農林水産省門司植物防疫所名瀬支所（℡０９９７ー５２ー０４５９）
までお願いします。

病害虫のまん延を防止するため、種馬鈴しょ検疫制度への
ご理解・ご協力をお願いします。

～種イモ（種馬鈴しょ）を使用する皆様へ～
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WSL（ ワ ー ル ド サ ー フ リ ー グ ） の
ジ ュ ニ ア ツ ア ー 最 終 戦 と な る 「2023 
TO K U N O S H I M A  TOW N  P RO 
JUNIOR」 大 会 が 10 月 12 日 ～ 14
日の 3 日間、 徳之島町花徳浜で開
催されます！ 13 日 ・ 14 日には、 キッ
ズ育成を目的とした 16 歳以下のコンテ
スト 「TOKUNOSHIMA TOWN KIDS 
CHALLENGE」 も同時開催！出場選
手の応援にぜひご来場ください！

徳之島初の

WSL公式大会開催！

大会公式
Website
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健康保険証をお使いの皆さまへ

「マイナンバーカード」を

健康保険証としてぜひお使いください！

過去に処方されたお薬や特定健診などの情報が医師・薬剤師に共有され(※)、データに基づ

く最適な医療が受けられるようになります。

１ データに基づく最適な医療が受けられる

2 転職や転居等による保険証の切り替えや更新が不要

3 手続きなしで高額療養費の限度額を超える支払いが免除

限度額適用認定証等がなくても、高額療養費制度における限度額を超える支払いが確実に免

除されます。

︕ マイナンバーカードを健康保険証として利用するための

登録がまだの方は、以下２つの準備をお願いします。

■申請方法は選択可能です

① オンライン申請

(パソコン・スマートフォンから)

② 郵便による申請

③ まちなかの

証明写真機からの申請

マイナンバーカードを申請

■利用登録の方法

① 「マイナポータル」から行う

② セブン銀行ATMから行う

③ 医療機関・薬局の受付で行う

マイナンバーカードを
健康保険証として登録

※ マイナンバーカードを健康保険証として利用し、医師等と過去の情報を共有した場合には、健
康保険証で受診した場合と比べて、初診時等の医療機関・薬局での窓口負担が低くなります。

今後、転職や転居などで必要だった保険証の切り替えや更新が不要になります。

※ なお、新しい保険者への加入手続は必要です。

もっと詳しく知りたい方はフリーダイヤルにお問い合わせください

マイナンバー総合フリーダイヤル TEL：0120-95-0178
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 2024（令和６）年秋以降、マイナンバーカード
を紛失・更新中の方やお手元にカードがない方
などは、ご加入の医療保険の保険者に申請いた
だくことで、ご本人の被保険者資格の情報など
を記載した「資格確認書」が無償交付されます。

 「資格確認書」を医療機関等の窓口で提示する
ことで、引き続き、一定の窓口負担で医療を受
けることができます。

マイナンバーカードを失くしたら個人情報が流出しそうで不安・・・

マイナンバーカードのICチップには、健康・医療情報や税情報・年金情

報などプライバシー性の高い情報は入っていません！

マイナンバーカードを失くした場合、どうすれば良いかわからない・・・

万が一紛失しても、コールセンター【0120-95-0178：24時間365日受付】

に電話することで、カードの利用を一時停止できるので安心です！

マイナンバーを他人に悪用されそうで怖い・・・

第三者にマイナンバーを見られても、あなたになりすまして手続きを

行ったり、あなたの個人情報を調べたりすることはできません！

マイナンバーカードは安全です！

マイナンバーカードは
こちらのポスターやステッカーを

貼っている医療機関・薬局で

ご利用可能です！

※厚生労働省HPでもご利用可能な

医療機関・薬局を公開しております。

マイナンバーカードをなくしたり、
手元にない場合は？

健康保険証はいつまで使えますか？

 2024（令和６）年秋以降、新規の健康保険証は
発行せず、2024（令和６）年秋の時点でお手元
にある有効な保険証は、その時点から最長１年
間（※）使用することができます。

※ 有効期限が2025（令和７）年秋より前に切れる
場合はその有効期限まで。

2024（令和６）年秋以降は、

保険証とマイナンバーカードが一体化されます。
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2023 年 10 月 21 日（土）徳之島 3町会場で開催（入場無料）
●【伊仙町会場】伊仙町ほーらい館）午前 10時～
●【徳之島町会場】徳之島町文化会館午後２時～
●【天城町会場】天城町防災センター午後６時～

　本編（41 分）の上映と出演者スタッフによる舞台挨拶
（約 20 分）を予定しています。お住まいの地域に関わらず、

お好きな会場でご覧いただけます。（※入場は定員になり
次第打ち切りになります。）

藤園麗・西田淳裕（キンボシ）大保健司		石本栄光		野中加那		末吉あさみ		大保由佳里		大保優海		上村和也		福澄亜紀子

短編映画 つむぎのうた

出演 大樂大聞益本紀枝野中加那

監督・原案

野中加那
脚本・音楽

寳田健二
助監督

内山亮平

「オール徳之島」で挑んだ、徳之島出身高校生・初監督作品。

徳之島町会場（文化会館）限定同時上映

短編映画
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芸
品
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

琉
球
王
国
時
代
の
漆
器
は
、
琉
球
王

朝
に
お
け
る
中
国
や
日
本
へ
の
献
上

品
で
あ
り
、
琉
球
国
内
で
は
王
族
や

ノ
ロ
な
ど
高
位
の
階
層
の
み
が
用
い

る
こ
と
を
許
さ
れ
た
も
の
で
す
。
特

に
ノ
ロ
の
丸
櫃
漆
器
は
、
琉
球
漆
芸

の
歴
史
を
語
る
上
で
重
要
な
一
級
資

料
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
丸
櫃
は
収
蔵

当
時
か
ら
の
傷
み
が
激
し
い
こ
と
か

ら
、
文
化
財
と
し
て
の
み
な
ら
ず
芸

術
品
と
し
て
の
価
値
を
保
全
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
鑑
み
、
本
町
の
「
ふ

る
さ
と
納
税
活
用
事
業
」
及
び
（
公
財
）

三
菱
財
団
の
「
文
化
財
保
存
修
復
事

業
助
成
」
を
申
請
し
、
保
存
修
復
の

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
業
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
約

１
年
半
か
け
て
修
復
事
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

修
復
完
了
後
は
、
琉
球
王
国
が
築
き

上
げ
た
独
自
の
漆
芸
文
化
を
表
す
も

の
と
し
て
、
後
世
へ
長
く
伝
え
る
こ

と
が
可
能
な
歴
史
的
価
値
の
高
い
文

化
財
と
し
て
、
誇
れ
る
も
の
に
な
る

は
ず
で
す
。

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

郷
土
資
料
館
の
展
示
品
の
一
つ
に
、

「
朱
漆
山
水
人
物
箔
絵
丸
櫃
（
シ
ュ
ウ

ル
シ
サ
ン
ス
イ
ジ
ン
ブ
ツ
ハ
ク
エ
マ

ル
ビ
ツ
）」
と
称
さ
れ
る
琉
球
漆
器
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
漆
器
は
、
手
々
集

落
の
山
田
忠
一
氏
の
寄
贈
で
、
手
々

ノ
ロ
資
料
の
１
つ
と
し
て
、
昭
和
42

年
に
町
指
定
有
形
文
化
財
（
美
術
工

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

ノ
ロ
の
祭
祀
具
を
保
管
す
る

「
朱
漆
山
水
人
物
箔
絵
丸
櫃
」

さ
て
、
本
丸
櫃
は
、
祭
祀
装
具
一

式
の
内
、
勾
玉
な
ど
を
納
め
る
も
の

と
し
て
、
琉
球
王
よ
り
神
女
（
ノ
ロ
）

へ
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
、
直
径
は
24
・

４
㌢
、
高
さ
が
22
・
３
㌢
、
色
鮮
や

か
な
朱
色
の
上
に
沈
金
で
文
様
が
描

か
れ
、
琉
球
漆
器
の
緻
密
さ
や
大
胆

さ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
重
要
な

工
芸
品
が
ノ
ロ
へ
使
わ
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
奄
美
群
島
は
薩
摩
藩
に

よ
る
琉
球
侵
攻
に
よ
り
、
男
性
優
位

の
武
家
社
会
の
政
治
制
度
が
持
ち
込

ま
れ
ま
し
た
が
、
琉
球
王
朝
時
代
の

ノ
ロ
は
神
女
と
表
記
さ
れ
、
集
落
行

事
な
ど
を
つ
か
さ
ど
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
で
こ
そ
、

男
女
共
同
参
画
で
男
女
差
の
な
い
社

会
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
な
ど
と
し

て
い
ま
す
が
、
当
時
は
女
性
も
支
配

者
階
級
の
一
員
と
し
て
の
重
責
を
果

た
し
て
い
た
の
で
す
。

徳
之
島
に
残
る
ノ
ロ
に
関
す
る
伝

承
を
通
し
て
、
琉
球
王
国
と
の
関
係
、

島
の
統
治
の
状
況
な
ど
を
次
回
か
ら

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
郷
土
資
料
館
長
　
遠
藤  

智
）

朱漆山水人物箔絵丸櫃（シュウルシサンスイジンブツハクエマルビツ）

修
復
作
業
前

修
復
作
業
中

　この度、役場新庁舎の落成を祝い、徳之島

町建築協会様よりご寄付を頂きました。本

町への温かいご支援、誠にありがとうござ

います。寄せられたご寄付は、町の振興発

展のため有効に活用させて頂きます。

徳之島町建築協会様より
ご寄付を頂きました
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『リスペクト』

ブレイディみかこ／著〔小説〕

ホームレス・シェルターに住んで
いたシングルマザーたちが理不尽
な理由で退去を迫られた。女性た
ちは連帯して立ち上がり…。2014
年にロンドンで実際に起きた占拠
事件をモデルとした小説。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『未知生さん』

片島 麦子／著〔小説〕

協調性なし、裏表なし、悪気なし。
そんな彼が突然この世を去った―。
生 前 の 羽 野 未 知 生 と う っ か り 関
わってしまった人たちの満たされ
ぬ日常をユーモラスに描く、ちょっ
とホロ苦い、心ゆさぶる物語。

『うかぶかな？
　しずむかな？』

川村 康文／文
遠藤 宏／写真〔絵本〕

水の中にボールを入
れたり、ミニカーを
入れたり、野菜を入

れたり…。どれがうかぶ？どれがしずむ？ どんどん実験
してみよう。目に見えない浮力を子どもに伝える科学絵本。

『それでも食べて生きてゆく 東京の
台所』

大平 一枝／著〔一般書〕

人には見せたくない場所『台所』。
その場所を見せると心の内までも
見せてしまうのかと驚かされる。
“ 何も失っていない人などいない ”
一度は食事も喉を通らない思いを
しながらも立ち上がり歩んでいく、
22 人の再生の物語。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示

・ ハロウィン　 ・ 秋いろいろ

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

10 月

《10 月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 ７日（土）、21 日（火）
　【花徳支所】 ６日（金）、21 日（土）

『コンビニオーナーぎりぎり日記』

仁科 充乃／著〔一般書〕

近隣にコンビニが増え、店舗乱立
で売り上げは激減。従業員も奪い
合いとなり、時給を上げても応募
者なし。オーナー夫婦は休みなし
で…。約 30 年にわたり毎日店舗に
立ち続ける現役オーナーが、コン
ビニ経営の光と影を告白する。

お知らせ

☆職員おすすめ本☆　    

○おはなしの時間

　0 歳～　　10/1（日）午後 2 時 30 分～

　3 歳～　　10/14（土）午後 2 時 30 分～

○イベント

　わきゃ島塾　「徳之島の文化」

　　10/21（土）午後２時～午後３時 30 分

　　　　生涯学習センター２階研修室

　古本リサイクル市

　　10/22（日）～ 10/31（火）

　　　　生涯学習センター１階ロビー

　大島地区ふれあい読書フェスタ

　　10/28（土）午前 9 時 20 分～午前 11 時 55 分

　　　　生涯学習センター２階ホール
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徳之島町保健センター　☎0997-83-3121

助成対象年齢 申請に必要な物 助成額

1 歳～ 12 歳 ( 小学 6 年生 ) で、任意
接種 2 回のうち、1 回目の接種が済
んでる方　（※１回目は自己負担）

・1 回目の接種が確認出来るもの
（母子手帳・領収書）

助成額：1,750 円
（助成はひとり 1 回限りで、

差額は自己負担となります。）

13 歳～ 18 歳 ( 中学 1 年生～
高校 3 年生に相当する年齢の方 )
※1回目の接種を助成

・接種者本人の身分を証明するもの
（健康保険証・マイナンバー

カード・運転免許証等）
・母子手帳

助成額：2,500 円
（助成はひとり 1 回限りで、

差額は自己負担となります。）

季節性インフルエンザ予防接種

水色の予診票を送付します。（医療機関での接種時に 2,500 円を助成）

①
10
月
上
旬
に
通

知
が
届
き
ま
す

③
通
知
を
持
っ
て

病
院
で
予
防
接

種
を
受
け
ま
す

【
妊
娠
前
期
～
中
期
（
妊
娠
27
週
頃
）
の
心
構
え
】

・
妊
娠
の
経
過
と
過
ご
し
方

・
母
乳
育
児
に
つ
い
て

・
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
と
食
事
（
前
編
）

・
マ
マ
の
お
口
の
ケ
ア
と
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
育
て

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
10
月
23
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
10
月
19
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風
邪
症
状
の

あ
る
な
ど
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
来

所
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

②
病
院
を
予
約

　

し
ま
す

（１）65歳以上の方

（２）18歳までの方
※徳之島町に住所のある方 事前に保健センターで申請が必要です。

令和５年 10 月 16 日（月）～
令和６年１月 31 日（水）まで

　お店で買った商品には、袋や容器に「消費期限」か「賞味期限」のどちらかが表示されています。
ふたつの違いを理解して、適切に美味しく食べましょう！

ご存じですか？「消費期限」と「賞味期限」

袋や容器を開けないままで、書かれた
保存方法を守って保存していた場合に、
この「年月日」まで、「安全に食べられ
る期限」のこと。お弁当、サンドイッチ、
生めん、ケーキなど、いたみやすい食品
に表示されています。

袋や容器を開けないままで、書かれた保存方
法を守って保存していた場合に、この「年月日」
まで、「品質が変わらずにおいしく食べられる期
限」のこと。スナック菓子、カップめん、チーズ、
かんづめ、ペットボトル飲料など、消費期限に
比べ、いたみにくい食品に表示されています。

一度開けてしまった食品は、期限に関係なく早めに食べるようにしましょう。

【出典 : 農林水産省Web サイト】

賞
味
期
限

消
費
期
限

お家で食育♪
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広報 徳之島  2023 年 10 月号

　笑顔がとっても素敵な作山さん。毎月第１・第
３日曜に亀津小学校で行われるグラウンドゴルフが
楽しみ。過去には地区で最高齢の参加者として表彰されたこともあるそ
うです。地域サロンでも積極的に活動し、毎月のボランティア清掃活動
にもほとんど休むことなく参加。様々な地域活動で貢献されています。
今年６月に行われた高齢者クラブの芸能大会では、自前のマドロス衣装
で登場し、波止場シャンソンの歌にあわせ軽やかなステップでダンス。
仲間に笑いと元気を与えました。これからも地域の元気印として、ます
ます元気にお過ごしください。

◇
８
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

桐
野
　
カ
ナ
　
86
　
井
之
川

直
　
　
和
也
　
48
　
亀
　
津

東
郷
　
福
照
　
90
　
下
久
志

南
郷
　
郁
代
　
82
　
花
　
徳

武
田
　
絹
枝
　
90
　
母
　
間

安
田
　
文
一
　
84
　
井
之
川

紀
　
　
秋
夫
　
58
　
亀
　
津

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

中
川
　

つ

き

紬
希
（
大
　
周

志
　
穂
）
亀
　
津

米
原
　

も

か

百
花
（
祐
　
磨

弥
　
生
）
母
　
間

武
田
　

え

い

た

瑛
太
（
幸
太
郎

礼
　
子
）
亀
　
津

張
本
　

お

あ

い

恩
愛
（
高
　
央

愛
　
美
）
亀
　
徳

𠮷𠮷
美
　

も

あ

桜
愛
（
佑
　
亮

莉
　
帆
）
亀
　
徳

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,700 人

 男 4,798 人

 女 4,902 人

世帯数 4,639 戸

　

（-19）

（-７）

（-12）

（-３）

（括弧内は先月との比較）

令和５年９月１日現在

戸
籍
の
窓

政
田
　
武
蔵
＝
　
亀
　
徳

義
山
佳
奈
子
＝
　
伊
仙
町

※令和 2年国勢調査に基づく

　推計人口です。

盛
　
　
大
真
＝
　
亀
　
津

祐
名
瑠
利
亜
＝
　
奄
美
市

武
田
幸
太
郎
＝
　
亀
　
津

松
下
　
礼
子
＝
　
亀
　
津

わっきゃまちの

きまいたりっち
ゅ!

きまいたりっち
ゅ!

北区

（95歳）
作山	キヨさん

北区

お申し込みは不要です

鹿児島県大島児童相談所 ☎ 0997-53-6070

児童養護施設白百合の寮 ☎ 0997-52-1108
（里親支援専門相談員）

社会福祉協議会２階会議室

【お問合せ】

※広報徳之島 2023 年 9 月号の「下久志」の記載が「久志」となっておりました。訂正し、お詫び申し上げます。


